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復活の体

イエスの復活の体 目撃者たちの証言

墓には、頭と胴体を包んでいた布が巻かれたまま残っていた

外見はイエスとわからなかったが、声の調子でイエスと分かった

近寄ってその足を抱いた

パンを裂くしぐさでイエスと分かった。その瞬間、姿が消えた

鍵をかけていた家の中に突然、現れた

肉と骨はあると言って、手足や脇腹を見せた

魚を食べて見せた

天に上げられ、雲に包まれ、見えなくなった
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仲間と、イエス様の体に香料を含めた布を足そうと、
お墓で待ち合わせました。私が一番早く墓に着きました。
見ると、墓の入り口の石は転がされていました。
びっくりして、使徒たちのところに知らせに走りました。

マグダラのマリア

朝早く墓に行くと、墓の入り口の石は転がされていて、
墓の中に入るとイエス様の体はなく、天使が座ってい
ました。天使が私たちに、イエス様はよみがえったと
告げたので、私たちは震え上がり、そこから逃げ出し
ました。

サロメたち
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マリアの知らせを受けて、墓まで走って来ました。
墓に入ると、亜麻布が置いてあるのを見ました。イエ
スの頭を包んでいた布は亜麻布と一緒にはなく、離
れたところに丸めてありました。

5

ペテロ、ヨハネ

イエス様の体が運び去られたと思い、墓
の外で泣いていると、誰かが私のうしろに
立ちました。振り返って見たとき、
園の管理人と思い、また背を向けると、
その方が私を「マリア」と呼びました。
その声の調子でイエス様と分かり、私は
振り向いて「ラボニ【私の先生】」と答えま
した。

マグダラのマリア
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私は、クレオパさんたちが嘆き悲しんでいるところに
行って、「イエス様は生きておられます。園の管理人の
ようなお姿でしたが、確かにイエス様です」とお伝えしま
した。でも、信じてもらえませんでした。

マグダラのマリア

一度は墓から逃げ出したものの、
気を取り直して再び墓に行くと、
また天使が同じことを告げました。
恐ろしくはありましたが、とてもうれしく
なって、仲間に知らせようと走りはじめ
たその時でした。イエス様が私たちの
前に現れて「おはよう」と言われたので
す。私たちは、近寄ってイエス様の足
を抱き、イエス様を拝みました。

サロメたち
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ほかの女たちも墓に行って来て、「天使たちの幻を見た。
天使たちからイエス様が生きておられると告げられた」と
言うのですが・・・。
ここはひとまず田舎に引っ込もうと思い、仲間の一人と
一緒にエマオに向かいました。

クレオパ

二人で一連の出来事について話しながら、歩いていたら、
ある人が近づいて来て、何を話しているのか、と聞かれま
した。それはイエス様だったのですが、私たちは、イエス様
とはわかりませんでした。

クレオパ
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旅行中の人かと思っていました。
聖書に詳しく、メシアが苦難を
受け、復活するという預言につ
いて教えてくれました。
いっしょに泊まりたくなって、招き
ました。食卓について、その人が
パンを取って神をほめたたえ、パ
ンを裂いたとき、イエス様だ、と
分かりました。その瞬間、お姿が
消えたのです。 （クレオパ）

12

引き返してきたクレオ
パの報告を受けたあと、
夕食の席につきました。
私たちは弾圧を恐れて、
戸には鍵をかけていま
した。その中にイエス
様が突然現れて、私た
ちの真ん中に立ったの
です。

ペテロたち１０人の使徒
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私たちは、幽霊だと思い、震え上がり
ました。するとイエス様はこう言われた
のです。「わたしの手やわたしの足を見
なさい。まさしくわたしです。わたしにさ
わって、よく見なさい。幽霊なら肉や骨
はありません。見て分かるように、わた
しにはあります。」こう言って、手と脇腹
を私たちに見せてくださいました。

（ペテロたち10人の使徒）

そして、イエス様は「何か食べ物はあり
ますか」と言われました。

14

焼いた魚を一切れ差し
出すと、それを食べて
見せてくれました。
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わたしには、肉と骨があります
・・・・血がある とは言われなかった

肉のいのちは血の中にある。
わたしはあなたがたのいのちを祭壇の上で
贖うために、これをあなたがたに与えた。
いのちとして贖いをするのは血である。

（レビ17：11）

血液で命を保持していない
16

別の生命維持システム
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イエス様は私たちが見ている間に天に上
げられ、雲に包まれ、見えなくなりました。

17復活から４０日目、使徒たち１１人全員

イエスの復活の体

遺体が復活の体に変えられた

外見は変わる：声の調子やパンを裂くしぐさでイエスと分かった。

さわることができる：女たちは近寄ってイエスの足を抱いた

瞬間的に、姿を消すことができる

物質を通過できる：巻かれた亜麻布を通過した。墓から出ることが

できた。鍵のかかった部屋に突然、現れた。

食べ物を食べることができる

肉と骨はあるが、血液で命を保持していないと考えられる

天に上げられた。見えなくなった＝霊的な世界に移動できる
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信じる者への約束

19

神は主をよみがえらせましたが、
その御力によって私たちも、
よみがえらせてくださいます。

（第一コリント６：14）

主イエス・キリストの恵み、
神の愛、聖霊の交わりが、
あなたがたすべてとともに
ありますように。

（Ⅱコリ13：13）

熊本聖書フォーラムのイースター礼拝 2025年

4月13日 みやま集会

4月19日 福岡集会

4月27日 熊本集会 スライド第１版
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